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 第 38回
差別のない明るい飯山市を築く市民大会

日時：10月23日 ㊏   午後1時30分 開会
会場：飯山市民会館 かまくらホール

■アトラクション　太々神楽
■講　演　「格差社会がもたらす貧困と人権問題」
　　　　　講　師　自立生活サポートセンターもやい 事務局長　湯浅　誠　さん　　　　　　　　　反貧困ネットワーク 事務局長
■演　奏　山崎　浩さん、沼田秀美さん
■展　示　市内小中学校児童・生徒による人権啓発・ポスター・作文等
　主催　差別のない明るい飯山市を築く市民大会実行委員会、飯山市、飯山市教育委員会
　共催　飯山地域人権啓発活動ネットワーク協議会

　今年で38回を数える「差別のない明るい飯山市を築く市民大
会」が、１０月２３日に開催されます。
　市民一人ひとりが地域で生きていくうえで、お互いに尊重し理
解しあうことの大切さを改めて考えるよい機会ですので、お誘い
あわせのうえご参加ください。入場料は無料です。

飯
山
市　

ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
設
置

千
曲
川
河
川
事
務
所
と
飯
山
市
が
連
携

平
成
22
年
度
は
常
盤
地
区
内
に
34
か
所
の
標
識
を
設
置

　
８
月
30
日
、
地
域
住
民
の
洪
水

意
識
お
よ
び
避
難
場
所
の
認
識
を

さ
ら
に
高
め
、
適
切
な
避
難
行
動

に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
設
置
イ
ベ
ン
ト
が
、
石

田
市
長
を
は
じ
め
千
曲
川
河
川
事

務
所
、
常
盤
地
区
区
長
会
、
飯
山

市
消
防
団
な
ど
防
災
関
係
者
出

席
の
も
と
常
盤
地
区
戸
隠
農
業
生

活
改
善
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備

局
千
曲
川
河
川
事
務
所
と
飯
山

市
が
連
携
し
て
行
う
「
ま
る
ご
と

ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
設

置
事
業
は
、
河
川
が
は
ん
ら
ん
を

お
こ
し
た
と
き
の
浸
水
予
想
に
基

づ
い
た
範
囲
と
深
さ
や
、
過
去
に

実
際
に
記
録
し
た
浸
水
の
深
さ
な

ど
を
示
し
た
プ
レ
ー
ト
を
、
地
区

内
の
電
信
柱
や
公
共
施
設
な
ど
に

表
示
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
石
田
市
長
、
千
曲

川
河
川
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
出
席
者
に
よ
り
電
信
柱
や

公
共
施
設
の
外
壁
に
プ
レ
ー
ト
の

設
置
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
事
業
施
行
の
常
盤
地

区
内
に
は
、
国
土
交
通
省
設
置

分
22
か
所
、
飯
山
市
設
置
分
12

か
所
の
計
34
か
所
に
標
識
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。（
設
置
位
置
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

石田市長による「まるごとまちごとハザー
ドマップ」の取り付け

４．４ｍ
想定浸水深
Flood Water Depth(Projected)

この場所は千曲川がはん濫すると
4.4ｍ浸水する可能性があります

洪水時避難所
Flood evacuation shelter

城
じょうほくちゅうがっこう

北中学校
Johoku junior high school

飯山市／千曲川河川事務所
Iiyama-City / Chikumagawa River Offi ce H22.8

４．４ｍ
▼

昭和20年　1.30m

▼
昭和58年　1.50m

実績浸水深
この場所は青いラインの高さまで浸水しました

飯山市 平成22年８月設置

図記号（洪水）
河川がはんらんし
た状態を示します

想定浸水深を数値
で表示

標識の説明

水面を示す
下向き矢印

避難場所
（英文標記）

想定浸水の
深さを表示

｝
｝

■まるごとまちごとハザードマップとは
　洪水防災に関わる情報を、生活空間であるまちの中に標識として表示していくものです。
　まちを立体的なハザードマップとして見立てて、まち全体に広げていくイメージのネーミングと
なっています。
■標識の特徴（①②は電柱に設置される標識。③は公会堂等に設置される標識）
①千曲川が１００年に１回の大規模な洪水により、はんらんした時に想定される浸水の深さ
　と避難場所を表示。
②表示板を設置するか所の、はんらんした時に想定される浸水の深さ（高さ）を表示。
　（電柱の配電盤設備等の条件により設置可能なか所のみ設置）
③過去に起こった洪水痕跡を基に、過去の記録した浸水の深さ（高さ）を表示。

【電柱に設置される標識イメージ】 【公会堂等に設置される標識イメージ】

実績浸水の深
さを表示

実績浸水深を
数値で表示

洪水の起こった
年を表示

１００年に１回の大規模な洪水によ
り、はんらんした時に想定される
浸水の数値などを表示しています。

過去に起こった洪
水痕跡を基に、浸
水の深さを表示し
ています。

図記号（洪水）

「
く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会
」
実
施
に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】
長
野
県
北
信
保
健
福
祉
事
務
所 

健
康
づ
く
り
支
援
課 
☎
62
６
３
１
１

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

自
殺
の
社
会
的
要
因
で
あ
る
失

業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問

題
等
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る

生
活
相
談
と
あ
わ
せ
て
、
保
健
福

祉
事
務
所
保
健
師
に
よ
る
心
の
健

康
を
含
む
健
康
相
談
を
行
い
、
悩

み
を
抱
え
る
方
々
を
対
象
と
し
た

包
括
支
援
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
実  

施  

日　
11
月
10
日
㈬

■
実
施
場
所　
北
信
保
健
福
祉

事
務
所
（
飯
山
市
静
間
）

■
実
施
概
要　

①
予
約
を
受
け
た
相
談
者
に
つ
い

て
午
前
２
名
、
午
後
２
名
の
相
談

を
受
け
ま
す
。

②
保
健
師
に
よ
る
問
診
・
健
康

相
談
を
実
施
後
、
弁
護
士
相
談

を
行
い
ま
す
。

③
相
談
時
間
は
、
１
名
あ
た
り
１

時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
相
談
日
２
日
前
ま
で
に
北
信
保

健
福
祉
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

（
相
談
者
が
４
名
に
な
り
次
第
締

切
）

【お問い合わせ】人権政策課 人権同和係 ☎62-3111  内線370

【
お
問
い
合
わ
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
62
３
１
１
1 

内
線
３
３
２

飯山市議会議員一般選挙関係の日程について
　飯山市議会議員の任期が１２月１１日で満了となります。立候補に伴
う日程等は次のとおりです。
　なお、　飯山市議会議員一般選挙について詳しくは、市報１０月号で
お知らせいたします。
　■立候補手続き説明会
　　１０月２２日（金） 午後２時～（会場　飯山市役所）
　■届出書類事前審査
　　１１月４日（木）・５日（金）（会場　飯山市役所）

秋
の
行
政
相
談
週
間

　

10
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
ま

で
の
１
週
間
は
、
秋
の
行
政
相
談

週
間
で
す
。

　
「
行
政
相
談
週
間
」
と
は
、
行

政
や
公
団
な
ど
に
対
す
る
苦
情
や

意
見
・
要
望
な
ど
を
行
政
相
談
委

員
を
通
じ
て
お
聞
き
し
、
解
決
や

実
現
を
目
指
そ
う
と
い
う
制
度
で

す
。
こ
の
た
め
の
身
近
な
窓
口
が

行
政
相
談
委
員
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
。
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有

識
者
で
、
飯
山
市
で
は
太
田
地

区
大
深
の
村
上
幸
弘
さ
ん
（
☎
65

２
３
９
０
）が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
20
日
（
休
日
の
場
合
は
翌

日
）
に
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
総
合
相
談
の
ほ
か
、

自
宅
や
電
話
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

第
８
代
飯
山
市
長
に
足
立
正
則
さ
ん

飯
山
市
長
選
挙
の
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
飯
山
市
長
選
挙
が
９
月
５
日

に
執
行
さ
れ
、
同
日
開
票
の
結
果
、
新
人
で
前
副

市
長
の
足
立
正
則
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
新
市
長
の
任
期
は
、
平
成
22
年
９
月
15

日
か
ら
４
年
間
で
す
。投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
詳
し
く
は
市
報
10
月
号
で
掲
載
の
予
定
で
す
）

区分 有権者数 投票者数 棄権者数 投票率%
男 9521 6886 2635 72.32
女 10407 7425 2982 71.35
計 19928 14311 5617 71.81

投 票 者 数 14311
投 票 総 数 14311
有 効 投 票 数 14246
無 効 投 票 数 65
持帰り・その他 0
開票完了時間 22:13

足立正則  無所属新人  
得票数 ８２３４票　

江沢岸生  無所属新人
  得票数 ６０１２票　

飯山市選挙管理委員会山本委員長より
当選証書を受け取る足立新市長（９月６日）

当選


